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(57)【要約】
【課題】２つのリミットスイッチを用いて、薬液ボトル
のロック位置及び挿入完了位置、ロック位置よりも手前
の位置を検知できる構成を有する内視鏡洗浄消毒装置を
提供する。
【解決手段】薬液ボトル１００と、挿入部８０と、薬液
受部６２と、刃部と、第１のリミットスイッチ８１と、
第２のリミットスイッチ８２とを具備し、第１のリミッ
トスイッチ８１は、薬液ボトル１００が第１の位置まで
移動されるとオフからオンに変化して第１の位置を検知
し、第２のリミットスイッチ８２は、薬液受部６２の内
面とクチバシ部とが並ぶ第２の位置まで薬液ボトル１０
０が挿入されると、オフからオンに変化して第２の位置
を検知し、第１のリミットスイッチ８１は、栓部が開栓
される第３の位置まで薬液ボトル１００が挿入されると
、段差部１０３により薬液ボトル１００からの押圧が解
除され、オンからオフに変化することによって第３の位
置を検知することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬液を貯留する薬液貯留部と、前記薬液貯留部の側面に設けられた段差部と、前記薬液
貯留部の天面に設けられた破壊可能な栓部と、前記薬液貯留部の前記天面おいて前記栓部
の外周を囲むクチバシ部とを具備する薬液ボトルと、
　前記薬液ボトルを前記天面側から挿入可能な挿入部と、
　前記挿入部に設けられ、前記クチバシ部よりも大きな径を有する薬液受部と、
　前記薬液受部内に配置され、前記薬液受部に挿入された前記薬液ボトルの前記栓部を開
栓する刃部と、
　前記挿入部に設けられた第１のリミットスイッチと、
　前記挿入部に設けられた、前記第１のリミットスイッチよりも前記刃部側に位置する第
２のリミットスイッチと、
　を具備し、
　前記第１のリミットスイッチは、前記挿入部に第１の位置まで前記薬液ボトルが挿入さ
れると、当接する前記薬液ボトルに押圧されることによりオフ状態からオン状態に変化し
て前記第１の位置を検知し、
　前記第２のリミットスイッチは、前記第１のリミットスイッチがオン状態において前記
薬液受部の内面と前記クチバシ部とが並ぶ第２の位置まで前記薬液ボトルが挿入されると
、当接する前記薬液ボトルに押圧されてオフ状態からオン状態に変化して前記第２の位置
を検知し、
　前記第１のリミットスイッチは、前記第２のリミットスイッチがオン状態において前記
栓部に前記刃部が設定量刺さることにより前記栓部が開栓される第３の位置まで前記薬液
ボトルが挿入されると、前記段差部により前記薬液ボトルからの押圧が解除され、オン状
態からオフ状態に変化することによって前記第３の位置を検知することを特徴とする内視
鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　報知部をさらに具備し、
　前記報知部は、前記第１のリミットスイッチが前記第１の位置においてオフ状態からオ
ン状態に変化した後、オン状態が所定時間続いた場合に、警告を報知することを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記薬液ボトルの前記挿入部に対する抜去方向への動きを抑制するロック部をさらに具
備し、
　前記ロック部は、前記第２の位置において前記第２のリミットスイッチがオフ状態から
オン状態に変化した後、前記薬液ボトルの前記抜去方向への動きをロックすることを特徴
とする請求項１または２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記段差部は、前記薬液貯留部の前記側面に設けられた凹部であることを特徴とする請
求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬液ボトルと、薬液ボトルが挿入される挿入部とを具備する内視鏡洗浄消毒
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡洗浄消毒装置の挿入部に薬液ボトルを傾けて挿入してセットすると、薬液ボトル
における薬液貯留部の天面に設けられた栓部は、挿入部の奥に位置する刃部によって破壊
されることによって開栓され、その結果、薬液ボトル内の薬液が、自重により管路を介し
て内視鏡洗浄消毒装置の薬液タンク内に注入される。尚、薬液ボトル内には、例えば内視
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鏡の消毒に用いる消毒液の濃縮液や、消毒液の緩衝液が注入されている。
【０００３】
　この薬液ボトルのセットにおいて、特許文献１では、挿入部に設けられた２つのリミッ
トスイッチにおいて、第１のリミットスイッチが、挿入部への薬液ボトルの挿入後、刃部
が栓部に刺さる直前の薬液ボトルの位置を検知するとともに、第２のリミットスイッチが
、薬液ボトルの栓部を刃部が開栓する薬液ボトルの挿入完了位置を検知する内視鏡洗浄消
毒装置の構成が開示されている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１２１８３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、刃部が栓部に刺さる直前の薬液ボトルの位置は、ロック機構によって薬液ボト
ルの挿入部からの抜去方向への移動が固定されることにより、薬液ボトルは、挿入方向前
方のみにしか移動できないロック位置となっている。
【０００６】
　これは、ロック位置においては、クチバシの外周部がシールされているため、刃部によ
る栓部の開栓後、ロック位置まで抜去されて薬液が漏れてしまったとしても、漏れた薬液
は、内視鏡洗浄消毒装置内に漏れることなく薬液タンクに注入されるが、刃部による栓部
の開栓後、ロック位置よりも手前まで薬液ボトルが抜去されてしまうと、薬液は内視鏡洗
浄消毒装置内に漏れてしまうためである。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の構成では、ユーザーによって挿入部内に薬液ボトルが挿入
された際、ロック位置よりも手前の位置を検知する構成を有していない。このことから、
ロック位置よりも手前の位置まで薬液ボトルを挿入した状態においてユーザーの不注意か
ら長時間放置されてしまうと、挿入部において薬液ボトルは傾いた状態で挿入されている
ため、刃部によって栓部が開栓されていなくても、栓部の構造によっては薬液が内視鏡洗
浄消毒装置内に漏れてしまう虞がある。
【０００８】
　尚、このような問題は、リミットスイッチ数を増やせば、ロック位置よりも手前の位置
を検知することができることにより解消できるが、この場合、構造が複雑となり、また製
造コストが増加してしまうといった問題があった。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、２つのリミットスイッチを用いて
、薬液ボトルのロック位置及び挿入完了位置を検知できる他、ロック位置よりも手前の薬
液ボトルの位置を検知できることにより、薬液ボトルの挿入初期位置を検知することがで
きる構成を有する内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため本発明による内視鏡洗浄消毒装置は、薬液を貯留する薬液貯留
部と、前記薬液貯留部の側面に設けられた段差部と、前記薬液貯留部の天面に設けられた
破壊可能な栓部と、前記薬液貯留部の前記天面おいて前記栓部の外周を囲むクチバシ部と
を具備する薬液ボトルと、前記薬液ボトルを前記天面側から挿入可能な挿入部と、前記挿
入部に設けられ、前記クチバシ部よりも大きな径を有する薬液受部と、前記薬液受部内に
配置され、前記薬液受部に挿入された前記薬液ボトルの前記栓部を開栓する刃部と、前記
挿入部に設けられた第１のリミットスイッチと、前記挿入部に設けられた、前記第１のリ
ミットスイッチよりも前記刃部側に位置する第２のリミットスイッチと、を具備し、前記
第１のリミットスイッチは、前記挿入部に第１の位置まで前記薬液ボトルが挿入されると
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、当接する前記薬液ボトルに押圧されることによりオフ状態からオン状態に変化して前記
第１の位置を検知し、前記第２のリミットスイッチは、前記第１のリミットスイッチがオ
ン状態において前記薬液受部の内面と前記クチバシ部とが並ぶ第２の位置まで前記薬液ボ
トルが挿入されると、当接する前記薬液ボトルに押圧されてオフ状態からオン状態に変化
して前記第２の位置を検知し、前記第１のリミットスイッチは、前記第２のリミットスイ
ッチがオン状態において前記栓部に前記刃部が設定量刺さることにより前記栓部が開栓さ
れる第３の位置まで前記薬液ボトルが挿入されると、前記段差部により前記薬液ボトルか
らの押圧が解除され、オン状態からオフ状態に変化することによって前記第３の位置を検
知することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、２つのリミットスイッチを用いて、薬液ボトルのロック位置及び挿入
完了位置を検知できる他、ロック位置よりも手前の薬液ボトルの位置を検知できることに
より、薬液ボトルの挿入初期位置を検知することができる構成を有する内視鏡洗浄消毒装
置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態を示す内視鏡洗浄消毒装置における薬液タンクへの薬液の注入構成
の概略を示す図
【図２】図１の内視鏡洗浄消毒装置の挿入部に挿入される薬液ボトルを拡大して示す平面
図
【図３】図２の薬液ボトルのクチバシ部を、図２中のIII方向からみた拡大平面図
【図４】図１の挿入部に薬液ボトルを挿入した直後の状態を概略的に示す図
【図５】図４よりも薬液ボトルを挿入方向前方に進行させ第１の位置まで挿入した状態を
概略的に示す図
【図６】図５よりも薬液ボトルを挿入方向前方に進行させ第２の位置まで挿入した状態を
概略的に示す図
【図７】図６よりも薬液ボトルを挿入方向前方に進行させ第３の位置まで挿入した状態を
概略的に示す図
【図８】薬液ボトルの段差部を、切り欠きによって構成した薬液ボトルの変形例の構成の
概略を示す図
【図９】薬液ボトルの段差部を、凸部によって構成した薬液ボトルの変形例の構成の概略
を示す図
【図１０】内視鏡洗浄消毒装置の外観の一例を示す斜視図
【図１１】内視鏡洗浄消毒装置の内部構成の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１は、本実施の形態を示す内視鏡洗浄消毒装置における薬液タンクへの薬液の注入構
成の概略を示す図、図２は、図１の内視鏡洗浄消毒装置の挿入部に挿入される薬液ボトル
を拡大して示す平面図、図３は、図２の薬液ボトルのクチバシ部を、図２中のIII方向か
らみた拡大平面図である。
【００１４】
　図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、内部に薬液タンク５８を有している。ま
た、薬液タンク５８よりも上方位置に、薬液ボトル１００が天面側から挿入方向Ｓに向か
って挿入可能な挿入部８０が設けられている。尚、挿入部８０に対しては、薬液ボトル１
００を、内視鏡洗浄消毒装置１に対して引き出し自在な図示しないカセットトレーを用い
て挿入可能な構成であっても構わない。
【００１５】
　挿入部８０は、一端に、内視鏡洗浄消毒装置１におけるユーザーが近接する前面の外表
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面に開口する挿入口８０ｓを有しているとともに、他端に、挿入部８０と薬液タンク５８
とを連通する薬液受部６２が接続されている。図１では薬液受部６２として管路が示され
ているが、形状は管路に限定されず開栓されたボトルから導出された薬液を薬液タンク５
８に導く形状であればよい。
【００１６】
　尚、挿入部８０は、挿入部８０に挿入された薬液ボトル１００内の薬液を、薬液受部６
２を介して薬液タンク５８に自重により注入できるよう、一端側から他端側に向かって下
方に傾いて設けられている。
【００１７】
　また、挿入部８０の他端側の内部には、挿入部８０に挿入された薬液ボトル１００の後
述する栓部１０５（図３参照）を開栓する後述する刃部６９（図４参照）が設けられてい
る。
【００１８】
　さらに、挿入部８０の上面には、後述する第１のリミットスイッチ８１と、第１のリミ
ットスイッチ８１よりも刃部６９側に位置する第２のリミットスイッチ８２とが設けられ
ている。
【００１９】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１は、挿入方向Ｓにおいて、挿入部８０に対して薬液ボトル
１００が後述する図６に示すように第２の位置まで挿入された後、薬液ボトル１００の挿
入部８０に対する抜去方向Ｂへの動きを抑制する既知のロックアームを用いたロック部８
３を有している。尚、ロック部８３によりロックされても、薬液ボトル１００は、挿入方
向Ｓの前方には移動できる構成となっている。
【００２０】
　尚、本実施の形態の挿入部８０の構成は、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミッ
トスイッチ８２の設置位置以外は、従来から内視鏡洗浄消毒装置に用いられている薬液ボ
トルの挿入部と同じ構成であってもよい。即ち、刃部６９の大きさ、形、設置位置、各リ
ミットスイッチ８１、８２の形状、薬液ボトル１００がロック部８３によってロックされ
る挿入口８０ｓからの距離、薬液ボトル１００の栓部１０５が刃部６９によって開栓され
る挿入口８０ｓからの距離は従来と同じ距離であってもよい。
【００２１】
　薬液タンク５８内に、薬液タンク５８内に貯留される薬液の液量を段階的に検知する複
数のレベルセンサ５８ａ～５８ｄが設けられている。尚、各レベルセンサ５８ａ～５８ｄ
からの薬液の液量の検知情報は、内視鏡洗浄消毒装置１内に設けられた制御部７０に伝送
されるようになっている。
【００２２】
　また、薬液タンク５８には、上述した洗浄消毒槽４内の薬液を薬液タンク５８に回収す
る際用いられる薬液回収管路６１の端部が接続されているとともに、洗浄消毒槽４に薬液
タンク５８から薬液を供給する際用いられる薬液管路６４の端部が接続されている。尚、
薬液管路６４には、薬液ポンプ６５が介装されている。
【００２３】
　図２に示すように、薬液ボトル１００は、例えば２つの薬液ボトル１０１、１０２から
構成されており、このように複数の薬液ボトルを用いる場合には薬液ボトル１０１と薬液
ボトル１０２とは、帯状部材１０４によって、各薬液ボトル１０１、１０２の底面と天面
との位置が一致するよう一体的に構成してもよい。よって、挿入部８０に対しては、薬液
ボトル１０１、１０２は、一体的に挿入される。
【００２４】
尚、薬液ボトル１００は、当然、１つのボトルや、３つ以上のボトルから構成されていて
も構わない。
【００２５】
　薬液ボトル１０１は、薬液が貯留される薬液貯留部１０１ａと、薬液貯留部１０１ａの
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天面に設けられた、上述した刃部６９によって破壊可能な栓部１０５（図３参照）と、薬
液貯留部１０１ａの天面において栓部１０５の外周を囲むとともに天面から突出して設け
られた筒状のクチバシ部１０１ｂとを具備して主要部が構成されている。尚、薬液貯留部
１０１ａ内には、例えば消毒液の濃縮液が貯留されている。尚、消毒液としては、過酢酸
等が挙げられる。
【００２６】
　また、薬液受部６２として管路を用いる場合、クチバシ部１０１ｂの突出端における外
周縁部には、挿入部８０に対して薬液ボトル１０１を挿入した際、管路６２の内周面部に
弾性力を以て水密気密となるよう当接することにより、管路６２に対してクチバシ部１０
１ｂをシールするシール部１０７が設けられていてもよい。
【００２７】
　薬液ボトル１０２は、薬液が貯留される薬液貯留部１０２ａと、薬液貯留部１０２ａの
天面に設けられた、上述した刃部６９によって破壊可能な栓部１０５（図３参照）と、薬
液貯留部１０２ａの天面において栓部１０５の外周を囲むとともに天面から突出して設け
られた筒状のクチバシ部１０２ｂとを具備して主要部が構成されている。尚、薬液貯留部
１０２ａ内には、例えば消毒液の緩衝液が貯留されている。緩衝液は、内視鏡への消毒液
の浸透力を高める他、消毒液を長持ちさせる機能を有している。
【００２８】
　また、クチバシ部１０２ｂの突出端における外周縁部には、挿入部８０に対して薬液ボ
トル１０２を挿入した際、管路６２の内周面部に弾性力を以て水密気密となるよう当接す
ることにより、管路６２に対してクチバシ部１０２ｂをシールするシール部１０７が設け
られていてもよい。
【００２９】
　また、薬液ボトル１０２の薬液貯留部１０２ａの一つの側面、具体的には、挿入部８０
に挿入された際、上述した第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２に
対向する側の側面１０２ａｓに、段差部１０３が形成されている。
【００３０】
　尚、段差部１０３は、図１、図２に示すように、例えば凹部から構成されている。また
、段差部１０３は、薬液ボトル１０１の薬液貯留部１０１ａの一つの側面、具体的には、
挿入部８０に挿入された際、上述した第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイ
ッチ８２に対向する側の側面１０１ａｓに設けられていても構わない。この場合、第１の
リミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２は、薬液ボトル１０１に当接する構
成となる。
【００３１】
　また、薬液ボトル１０１と薬液ボトル１０２とは、薬液ボトル１０２に段差部１０３が
形成されている以外は、同じ大きさ、同じ形状に形成されている。勿論、薬液ボトル１０
１に対して薬液ボトル１０２が違う形状、大きさに形成されていても構わない。
【００３２】
　さらに、薬液ボトル１０２の形状は、段差部１０３が形成されている以外は、従来の薬
液ボトルの形状と同じである。また、薬液ボトル１００が１つから構成されている場合は
、１つの薬液ボトルの薬液貯留部の側面に段差部１０３が設けられていれば良く、３つ以
上から構成されている場合は、いずれか１つの薬液貯留部の側面に段差部１０３が設けら
れていれば良い。
【００３３】
　過酢酸などの揮発性のある薬剤を貯留する場合には図３に示すように、栓部１０５に、
孔部１０５ｈを形成し蒸気抜きができるようにしてもよい。
【００３４】
　次に、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２の機能について、図
４～図７を用いて説明する。図４は、図１の挿入部に薬液ボトルを挿入した直後の状態を
概略的に示す図、図５は、図４よりも薬液ボトルを挿入方向前方に進行させ第１の位置ま



(7) JP 2012-110475 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

で挿入した状態を概略的に示す図、図６は、図５よりも薬液ボトルを挿入方向前方に進行
させ第２の位置まで挿入した状態を概略的に示す図、図７は、図６よりも薬液ボトルを挿
入方向前方に進行させ第３の位置まで挿入した状態を概略的に示す図である。
【００３５】
　図４に示すように、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２は、そ
れぞれ腕部８１ａ、８２ａと、腕部８１ａ、８２ａの先端に設けられた当接部８１ｂ、８
２ｂを有している。
【００３６】
　また、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２は、当接部８１ｂ、
８２ｂが薬液ボトル１０２の薬液貯留部１０２ａの外表面に当接すると、押圧されてスイ
ッチ状態が、ＯＦＦからＯＮに変化するよう構成されており、スイッチ状態の変化を、制
御部７０（図１参照）に送信する機能を有している。
【００３７】
　即ち、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２は、当接部８１ｂ、
８２ｂが当接により押圧されると、スイッチ状態がＯＮになり、当接部８１ｂ、８２ｂの
押圧が終わると、スイッチ状態がＯＦＦになるスイッチから構成されており、スイッチ状
態の変化を、制御部７０（図１参照）に送信することにより、薬液ボトル１００の位置を
検知する機能を有している。
【００３８】
　また、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２は、挿入部８０の上
面において、第１のリミットスイッチ８１の当接部８１ｂが、薬液ボトル１０２の薬液貯
留部１０２ａの外表面に形成された凹部から構成された段差部１０３に嵌入可能な位置に
設けられている。尚、凹部は、薬液ボトル１０１、１０２のどちら側に設けられていても
良い。また、リミットスイッチは、薬液ボトル１０１のみに当接しても良く、薬液ボトル
１０２のみに当接しても良い。さらに、第一のリミットスイッチ８１のみが薬液ボトル1
１０２に当接し、第二のリミットスイッチ８２のみが薬液ボトル１０１のみに当接する場
合でも構わない。
【００３９】
　第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ８２は、挿入部８０に薬液ボト
ル１００が挿入されていない場合や、図４に示すように、挿入口８０ｓを介して挿入部８
０に薬液ボトル１００が挿入された直後は、いずれもスイッチ状態はＯＦＦとなっている
。
【００４０】
　また、図５に示すように、第１のリミットスイッチ８１は、薬液ボトル１００が、図４
よりも挿入方向Ｓの前方に挿入され、第１のリミットスイッチ８１の当接部８１ｂが薬液
貯留部１０２ａの外表面に当接する第１の位置まで挿入されると、第１のリミットスイッ
チ８１の当接部８１ｂが薬液貯留部１０２ａの外表面に当接して押圧されることにより、
スイッチ状態は、ＯＦＦからＯＮに変化する。即ち、第１のリミットスイッチ８１は、薬
液ボトル１００の第１の位置を検知する。尚、検知結果は、制御部７０に送信される。ま
た、第１の位置においては、第２のリミットスイッチ８２のスイッチ状態は、ＯＦＦのま
まである。
【００４１】
　さらに、図６に示すように、第２のリミットスイッチ８２は、第１のリミットスイッチ
のスイッチ状態が押圧に伴いＯＮのままで、薬液ボトル１００が、図５よりも挿入方向Ｓ
の前方に挿入され、第２のリミットスイッチ８２の当接部８２ｂが薬液貯留部１０２ａの
外表面に当接する、薬液受部６２の内面とクチバシ部１０１ｂ、１０２ｂとが並ぶ第２の
位置まで移動されると、第２のリミットスイッチ８２の当接部８２ｂが薬液貯留部１０２
ａの外表面に当接して押圧されることにより、スイッチ状態は、ＯＦＦからＯＮに変化す
る。即ち、第２のリミットスイッチ８２は、薬液ボトル１００の第２の位置を検知する。
尚、検知結果は、制御部７０に送信される。
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【００４２】
　また、第２の位置においては、第１のリミットスイッチ８１、第２のリミットスイッチ
８２とも、スイッチ状態はＯＮになっている。尚、第２の位置においては、薬液ボトル１
００を構成する各薬液ボトル１０１、１０２のクチバシ部１０１ｂ、１０２ｂの突出端に
設けられた各シール部１０７は、薬液受部６２の内周面に対して弾性力を以て水密気密に
当接する。
【００４３】
　さらに、第２のリミットスイッチ８２のスイッチ状態がＯＦＦからＯＮに変化する第２
の位置においては、ＯＮに変化後、上述したロック部８３によって、薬液ボトル１００の
抜去方向Ｂへの動きがロックされる。即ち、第２の位置は、薬液ボトルのロック位置を構
成している。
【００４４】
　これは、栓部１０５が開栓される前に、図６に示す第２の位置まで薬液ボトル１００が
抜去された場合、例え栓部１０５の孔部１０５ｈから薬液が漏れてしまったとしても、シ
ール部１０７によって、クチバシ部１０１ｂ、１０２ｂは、薬液受部６２の内面と並んで
いる事から、漏れた薬液は薬液受部６２が受け止めるので装置内に浸入してしまうことを
抑制できる。また、開栓後に抜去された場合も同様に、漏れた薬液は薬液受部６２が受け
止めるので装置内に進入してしまうことを抑制できる。
【００４５】
　図７に示すように、第１のリミットスイッチ８１は、薬液ボトル１００が、図６よりも
挿入方向Ｓの前方に挿入され、第２のリミットスイッチ８２のスイッチ状態が押圧に伴い
ＯＮのままで、栓部１０５に刃部６９が所定量刺さることにより栓部１０５が開栓される
薬液ボトルの挿入完了位置となる第３の位置まで移動されると、段差部１０３を構成する
凹部内に、当接部８１ｂが嵌入することにより、薬液貯留部１０２ａの外表面から当接部
８１ｂは押圧されなくなる。
【００４６】
　その結果、第１のリミットスイッチ８１のスイッチ状態は、ＯＮからＯＦＦに変化する
。即ち、第１のリミットスイッチ８１は、薬液ボトル１００の第３の位置を検知する。尚
、検知結果は、制御部７０に送信される。尚、この第３の位置においては、第２のリミッ
トスイッチ８２のスイッチ状態はＯＮのままである。
【００４７】
　また、制御部７０は、図５に示すように、第１の位置において第１のリミットスイッチ
８１のスイッチ状態がＯＦＦからＯＮに変化した後、ＯＮ状態が所定時間、例えば１０秒
以上続いた場合、即ち、薬液ボトル１００が、図５から挿入方向Ｓの前方に移動されずに
、図７に示すように、段差部１０３によって、設定時間後にＯＦＦ状態にならない場合、
警告を報知する報知部を構成している。
【００４８】
　尚、制御部７０による警告としては、図１０に示すように、後述するメイン操作パネル
２５やサブ操作パネル１３に表示される警告表示や、別途設けられた警告ランプの点灯や
、警告音等、従来公知の技術が挙げられる。
【００４９】
　制御部７０が報知部を構成していることにより、図５に示す第１の位置において、薬液
ボトル１００が長時間放置されてしまった場合であっても、その旨がユーザーに報知され
ることにより、薬液ボトル１００を第３の位置まで挿入することを促すことができる。こ
れにより、開栓前、図６に示す第２の位置よりも抜去方向Ｂの手前側に薬液ボトルが移動
され、長時間放置されてしまった結果、薬液ボトルから薬液が内視鏡洗浄消毒装置１内に
浸入しまうのを抑制できる。
【００５０】
　尚、変形例として、段差部１０３を構成する凹部を、本実施の形態よりも挿入方向Ｓ（
抜去方向Ｂ）に大きく設け、第２の位置において、第１のリミットスイッチ８１の当接部
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８１ｂを凹部に嵌入させることによって、第１の位置においてＯＮになっている第１のリ
ミットスイッチ８１のスイッチ状態をＯＦＦにすることにより、第２の位置を検出し、第
３の位置において、第１のリミットスイッチ８１がＯＦＦのままで、第２のリミットスイ
ッチ８２が薬液ボトル１００に当接することにより、第２のリミットスイッチ８２のスイ
ッチ状態をＯＦＦからＯＮにすることにより、第３の位置を検出する構成も考えられる。
【００５１】
　このように、本実施の形態においては、第１のリミットスイッチ８１の当接部８１ｂが
、薬液ボトル１０２の薬液貯留部１０２ａの外表面に当接することによって、第１のリミ
ットスイッチ８１のスイッチ状態がＯＦＦからＯＮとなることにより薬液ボトル１００の
第１の位置を検知し、第２のリミットスイッチ８２の当接部８２ｂが薬液ボトル１０２の
薬液貯留部１０２ａの外表面に当接することによって第２のリミットスイッチ８２のスイ
ッチ状態がＯＦＦからＯＮとなることにより、前記薬液受部の内面と前記クチバシ部とが
並ぶ第２の位置を検知し、第１のリミットスイッチ８１の当接部８１ｂが、薬液ボトル１
０２の薬液貯留部１０２ａの側面に形成された段差部１０３を構成する凹部に嵌入するこ
とによって、第１のリミットスイッチ８１のスイッチ状態がＯＮからＯＦＦとなることに
より、薬液ボトル１００の第３の位置を検知すると示した。
【００５２】
　このことによれば、２つのリミットスイッチ８１、８２のみにより、薬液ボトル１００
のロック位置となる第２の位置及び挿入完了位置となる第３の位置を検知できる他、第２
の位置よりも手前の薬液ボトル１００の位置を第１のリミットスイッチ８１によって検知
できることにより、薬液ボトル１００の挿入初期位置を検知することができる構成を有す
る内視鏡洗浄消毒装置１を提供することができる。
【００５３】
　また、本実施の形態においては、制御部７０は、第１の位置において、第１のリミット
スイッチ８１がＯＮ状態となった後、設定時間経過後、第３の位置において、第１のリミ
ットスイッチ８１がＯＦＦ状態とならない場合、警告を報知すると示した。
【００５４】
　このことによれば、第１の位置において、薬液ボトル１００が長時間放置され、挿入部
８０内に栓部１０５の孔部１０５ｈから薬液が漏れてしまう可能性がある状態であること
を、確実にユーザーに警告することができることから、薬液ボトル１００からの内視鏡洗
浄消毒装置１内への薬液の漏れを、抑制することができ、ユーザーは認識することができ
る。
【００５５】
　また、以下、図８、図９を用いて、別の変形例を示す。図８は、薬液ボトルの段差部を
、切り欠きによって構成した薬液ボトルの変形例の構成の概略を示す図、図９は、薬液ボ
トルの段差部を、凸部によって構成した薬液ボトルの変形例の構成の概略を示す図である
。
【００５６】
　上述した本実施の形態においては、薬液ボトル１０２に形成される段差部１０３は、凹
部により構成されていると示した。
【００５７】
　これに限らず、第３の位置において、第１のリミットスイッチ８１をＯＦＦ状態にする
段差部１０３であれば、どのような形状の段差であっても構わず、例えば、図８に示すよ
うな切り欠き２０３であっても構わない他、図９に示すように、凸部３０３から構成され
ていても構わない。
【００５８】
　尚、段差部１０３を凸部３０３から構成する場合、第１のリミットスイッチ８１は、凸
部３０３ａを乗り越えることにより、ＯＦＦ状態からＯＮ状態へと変化するとともに、凸
部３０３ｂを乗り越えることにより、ＯＮ状態からＯＦＦ状態へと変化する構成である必
要がある。即ち、凸部３０３ａ、３０３ｂに当接する度にＯＮ／ＯＦＦが切り替わる構成



(10) JP 2012-110475 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

である必要がある。
【００５９】
　また、段差部１０３は、第１のリミットスイッチ８１の当接部８１ｂが当接後に、形成
されるものであっても構わない。
【００６０】
　具体的には、薬液ボトル１０２の薬液貯留部１０２ａの側面１０２ａｓに機械的強度が
弱い部位が設けられることにより、側面１０２ａｓを段差の無い平坦な面に形成し、図７
に示す第３の位置において、機械的強度が弱い部位が第１のリミットスイッチ８１の当接
部８１ｂの当接後、当接部８１ｂからの荷重により破壊されるか変形されるかにより、側
面１０２ａｓに段差部１０３が形成される構成であっても構わない。
【００６１】
　この場合、破壊後または変形後の機械的強度が弱い部位によって形成された段差部１０
３により、第１のリミットスイッチ８１のスイッチ状態はＯＦＦとなることから、本実施
の形態と同様の効果を得ることができる。
【００６２】
　尚、以下、本実施の形態の薬液ボトル１００が挿入される挿入部８０を有する内視鏡洗
浄消毒装置の構成の一例を、図１０、図１１を用いて示す。図１０は、内視鏡洗浄消毒装
置の外観の一例を示す斜視図、図１１は、内視鏡洗浄消毒装置の内部構成の一例を示す図
である。
【００６３】
　図１０に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、装置本体２と、その上部に、例えば図
示しない蝶番を介して開閉自在に接続されたトップカバー３とにより主要部が構成されて
いる。
【００６４】
　また、トップカバー３が、装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２とトップ
カバー３とは、装置本体２及びトップカバー３の互いに対向する位置に配設された、例え
ばラッチ８により固定される構成となっている。
【００６５】
　装置本体２の操作者が近接する、図１０中の前面であって、図１０中における左半部の
上部に、洗剤／アルコールトレー１１が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されて
いる。
【００６６】
　洗剤／アルコールトレー１１には、内視鏡を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯留され
た洗剤タンク１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡を乾燥する際に用いられるアルコールが貯留
されたアルコールタンク１１ｂとが収納されており、洗剤／アルコールトレー１１が引き
出し自在なことにより、各タンク１１ａ、１１ｂに、所定に液体が補充できるようになっ
ている。
【００６７】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１には、２つの窓部１１ｍが設けられており、窓部１１
ｍにより、各タンク１１ａ、１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操作
者によって確認できるようになっている。この洗浄剤は、図示しない給水フィルタにより
濾過処理がされた水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。
【００６８】
　また、装置本体２の前面であって、図１０中における右半部の上部に、上述した挿入部
８０が設けられている。挿入部８０には、上述した薬液ボトル１０１、１０２が挿入可能
となっている。
【００６９】
　さらに、装置本体２の前面であって、挿入部８０の上部に、洗浄消毒時間の表示や、消
毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されている。
【００７０】
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　また、装置本体２の下部に、装置本体２の上部に閉じられているトップカバー３を、操
作者の踏み込み操作により、装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ１４が配設さ
れている。
【００７１】
　また、装置本体２の上面において、例えば操作者が近接する前面側の端部寄りに、装置
本体２の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定
スイッチ類が配設されたメイン操作パネル２５が設けられている。
【００７２】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面とは反対となる背面側に、装
置本体２に水道水を供給するための、水道蛇口に接続された給水ホース（いずれも図示さ
れず）が接続される給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１
に、水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００７３】
　よって、図１１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、給水ホース接続口３１に、給
水ホース３１ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端が外部の水道蛇口５に接
続されることにより、水道水が供給される構成を有している。
【００７４】
　図１１に示すように、給水ホース接続口３１は、給水管路９の一端と連通している。こ
の給水管路９は、他端が三方電磁弁１０に接続されており、管路の中途において、給水ホ
ース接続口３１側から順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と、給水フィルタ１７とが介
装されている。
【００７５】
　尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【００７６】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、給水循環ノズル２４に対す
る給水管路９と流液管路１８との連通を内部の弁によって切り替える。つまり、給水循環
ノズル２４は、三方電磁弁１０の切り替え動作により、給水管路９と流液管路１８とのい
ずれか一方と連通する。また、流液管路１８の他端側には、液体のみを移送することがで
きる、液体の移送能力に優れた非自吸式のポンプである流液ポンプ１９が介装されている
。
【００７７】
　洗浄消毒槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。循環
管路２０の他端は、流液管路１８の他端及びチャンネル管路２１の一端と連通するように
、２つに分岐している。チャンネル管路２１の他端は、各送気送水／鉗子口用ポート３３
に連通している。また、図示しないが、チャンネル管路２１の他端は、図示しない鉗子起
上用ポートにも連通している。
【００７８】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、チャンネルポンプ２６
、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８がそれぞれ介装されている。チャンネ
ルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には、洗浄ケー
ス６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケース用管路
３０には、リリーフ弁３６が介装されている。尚、チャンネルポンプ２６は、液体と気体
とをどちらも、非自吸式ポンプよりも高圧で移送することができる自吸式のポンプから構
成されている。
【００７９】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗剤タンク１１ａに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を
洗剤タンク１１ａから洗浄消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成さ
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れた洗剤用ポンプ４０が介装されている。
【００８０】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。
【００８１】
　このアルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから洗浄消毒槽４
まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成されたアルコール供給ポンプ４２と、
電磁弁４３とが介装されている。
【００８２】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成されたエアポンプ４５からの空気を供給するためのエア管路４４の一端が所定にチャン
ネル管路２１と連通するように接続されている。このエア管路４４は、他端が前記エアポ
ンプ４５に接続されており、エア管路４４の中途位置には、逆止弁４７と、定期的に交換
されるエアフィルタ４６とが介装されている。
【００８３】
　洗浄消毒槽４の第１の排水口５５には、弁の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排
出したり、薬液タンク５８に消毒液を回収したりするための開閉自在な切替弁５７が配設
されている。
【００８４】
　切替弁５７は、外部排水口へ接続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通す
る排水管路５９の他端と接続されており、この排水管路５９には、非自吸式のポンプから
構成された排水ポンプ６０が介装されている。また、切替弁５７は、薬液回収管路６１の
一端と接続され、この薬液回収管路６１の他端は薬液タンク５８に接続されている。
【００８５】
　薬液タンク５８は、上述したように、薬液ボトル１００から薬液、例えば消毒液が供給
されるように、薬液受部６２の一端とも接続されている。この薬液受部６２の他端は、カ
セットトレー１２に所定に接続されている。
【００８６】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の前
記一端部分が所定に収容されている。この薬液管路６４は、他端が消毒液ノズル２３に接
続されており、中途位置に、消毒液を薬液タンク５８から洗浄消毒槽４まで持ち上げるた
め高圧の自吸式のポンプから構成された薬液ポンプ６５が介装されている。　
　尚、洗浄消毒槽４の底面５０ｔの下部には、上述したように、例えば２つの超音波振動
子５２と、ヒータ５３とが配設されている。また、ヒータ５３の温度調節のため、洗浄消
毒槽４の底面５０ｔの略中央には、温度検知センサ５３ａが設けられている。
【００８７】
　このヒータ５３は、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液を所定の温度
に加温するためのものである。尚、消毒液には、その消毒効果が最も期待できる適正温度
がある。この適正温度である前記所定の温度までヒータ５３によって加温された消毒液は
、内視鏡及び装置本体２内の各管路を有効的に消毒することができる。
【００８８】
　また、温度検知センサ５３ａは、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液
の液温を検知し、その検知結果を制御部７０へと伝達する。そして、制御部７０は、温度
検知センサ５３ａからの検知結果に基づいて、前記消毒液を前記所定の温度に保つように
、ヒータ５３を駆動、停止する制御を行う。
【００８９】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部７０が設けられている。この制御
部７０は、メイン操作パネル２５及びサブ操作パネル１３からの各種信号が供給され、上
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述した各ポンプ、各電磁弁などを駆動制御する。
【００９０】
　特に、制御部７０は、少なくとも給水管路９内に対して、循環管路２０、チャンネル管
路２１を介して、既知の水抜き、消毒、濯ぎを行うととともに、洗浄消毒槽４内の少なく
とも水道水と消毒液とのいずれかを、薬液回収管路６１を介して薬液タンク５８に回収す
るか排水管路５９を介して外部排水口から排水するかのいずれかを行う給水管路消毒プロ
グラムを備えており、給水管路消毒プログラムに応じて、各弁及び各ポンプに対し既知の
駆動制御を行う。
【００９１】
　また、制御部７０は、内視鏡洗浄消毒装置１内の全管路内を消毒する全管路消毒プログ
ラムや、ポート３３にチューブを介して接続された内視鏡の内視鏡管路を洗浄消毒する内
視鏡洗浄消毒プログラムも具備している。
【符号の説明】
【００９２】
１…内視鏡洗浄消毒装置
２…装置本体
３…トップカバー
４…洗浄消毒槽
５…水道蛇口
６…洗浄ケース
８…ラッチ
９…給水管路
１０…三方電磁弁
１１…アルコールトレー
１１ａ…洗剤タンク
１１ｂ…アルコールタンク
１１ｍ…窓部
１２…カセットトレー
１３…サブ操作パネル
１４…ペダルスイッチ
１５…給水電磁弁
１６…逆止弁
１７…給水フィルタ
１８…流液管路
１９…流液ポンプ
２０…循環管路
２１…チャンネル管路
２２…洗剤ノズル
２３…消毒液ノズル
２４…給水循環ノズル
２５…メイン操作パネル
２６…チャンネルポンプ
２７…チャンネルブロック
２８…チャンネル電磁弁
３０…ケース用管路
３１…給水ホース接続口
３１ａ…給水ホース
３３…送気送水／鉗子口用ポート
３６…リリーフ弁
３９…洗浄剤管路
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４０…洗剤用ポンプ
４１…アルコール管路
４２…アルコール供給ポンプ
４３…電磁弁
４４…エア管路
４５…エアポンプ
４６…エアフィルタ
４７…逆止弁
５０ｔ…底面
５２…超音波振動子
５３…ヒータ
５３ａ…温度検知センサ
５５…排水口
５６…循環口
５７…切替弁
５８…薬液タンク
５８ａ…レベルセンサ
５８ｂ…レベルセンサ
５８ｃ…レベルセンサ
５８ｄ…レベルセンサ
５９…排水管路
６０…排水ポンプ
６１…薬液回収管路
６２…薬液受部（管路）
６３…吸引フィルタ
６４…薬液管路
６５…薬液ポンプ
６９…刃部
７０…制御部
７１…電源
８０…挿入部
８０ｓ…挿入口
８１…リミットスイッチ
８１ａ…腕部
８１ｂ…当接部
８２…リミットスイッチ
８２ａ…腕部
８２ｂ…当接部
８３…ロック部
１００…薬液ボトル
１０１…薬液ボトル
１０１ａ…薬液貯留部
１０１ａｓ…側面
１０１ｂ…クチバシ部
１０２…薬液ボトル
１０２ａ…薬液貯留部
１０２ａｓ…側面
１０２ｂ…クチバシ部
１０３…段差部
１０４…帯状部材
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１０５…栓部
１０５ｈ…孔部
１０７…シール部
３０３…凸部
Ｂ…抜去方向
Ｓ…挿入方向
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